
平
成
最
後
と
な
っ
た
第
六
十
六

回
東
書
藝
展
は
、
昨
年
同
様
二
期

二
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。
第
一
会

場
は
四
月
十
二
日
～
二
十
一
日
ま
で

改
装
成
っ
た
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ

リ
ー
。
第
二
会
場
は
四
月
二
十
三
日

～
二
十
八
日
、
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
栄
に
て
。
会
場
面
積
の
都
合

で
役
員
・
院
人
ク
ラ
ス
の
作
品
規
格

が
縮
小
さ
れ
、
院
人
作
品
の
展
示

も
二
会
場
に
分
か
れ
た
が
、
両
会
場

の
搬
入
作
業
は
今
年
も
各
部
局
の

力
を
結
集
し
て
円
滑
に
行
わ
れ
た
。

陳
列
は
す
っ
き
り
と
整
っ
て
、
さ
わ

や
か
な
印
象
に
仕
上
が
っ
た
。

　

十
三
日
、
第
一
会
場
に
て
午
前

十
時
か
ら
華
や
か
に
開
場
式
。
木

村
大
澤
理
事
長
の
歯
切
れ
良
い

進
行
で
風
岡
五
城
会
長
挨
拶
の

後
、
中

日
新
聞

社
事
業

局
長
・

澤
田
敬

介
様
を
お
迎
え
し
、
幹
部
と
大
賞

受
賞
・
加
藤
真
風
氏
に
よ
っ
て
恒

例
の
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が
行
わ
れ

た
。
カ

メ
ラ
の

シ
ャ
ッ

タ
ー
音

と
大
き

な
拍
手

の
中
、

六
十
六

回
展
は

い
よ
い
よ
開
幕
し
、
さ
っ
そ
く
多

く
の
観
覧
者
が
熱
い
眼
差
し
で
作

品
に
見
入
っ
て
い
た
。

午
後
三
時
か
ら
は
授
賞
式
と
祝

賀
会
。
今
年
は
場
所
を
初
め
て
名

鉄
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
移

し
て
の
開
催
で
、
よ
り
新
鮮
な
気

持
ち
に
な
る
。　
　
　

授
賞
式
進
行
は
三
品
芳
翠
、
安

藤
餘
香
両
常
任
理
事
。
伊
藤
春
魁

副
理
事
長
・
開
式
の
こ
と
ば
、
会
長
、

理
事
長
挨
拶
に
続
い
て
前
五
禾
書
房

社
長
・
桑
原
喬
様
よ
り
祝
辞
と
作

品
講
評
を
い
た
だ
き
、
み
な
真
剣
に

拝
聴
し
た
。
表
彰
は
滑
ら
か
に
進

み
、
大
賞
・
加
藤
真
風
氏
が
気
持

ち
を
込
め
て
謝
辞
を
読
み
上
げ
た
。

最
後
に
尾
関
陶
山
副
理
事
長
が
閉

式
の
こ
と
ば
を
述
べ
、
無
事
式
典
は

終
了
し
た
。

引
き
続
い
て
の
祝
賀
会
に
は
会

員
、
来
賓
あ
わ
せ
て
一
九
七
名
が
出

席
。
井
口

清
華
常
任

理
事
の
流

暢
な
司
会

で
、
会
場

の
雰
囲
気

は
和
や
か

だ
。
久
野

北
崖
副
会

長
の
開
会

の
こ
と
ば
に
続
き
、
大
村
秀
章
愛

知
県
知
事
・
名
誉
会
長
、
中
華
人

民
共
和
国
駐
名
古
屋
総
領
事
館
領

事
・
李
穎
先
生
、
中
日
新
聞
社
事

業
局
長
・
澤
田
敬
介
様
よ
り
ご
祝

辞
を
賜
っ
た
。
そ
し
て
美
術
評
論

家
・
小
川
潔
先
生
の
乾
杯
の
御
発

声
で
、
祝
宴
は
賑
や
か
に
進
ん
で

行
く
。
上
位
受
賞
者
の
お
披
露
目

や
来
賓
に
幹
部
役
員
の
檀
上
で
の

記
念
撮
影
な
ど
大
い
に
盛
り
上
が

り
、
安
藤
清
舟
副
会
長
の
中
締
め

で
会
は
名
残
惜
し
く
幕
を
閉
じ
た
。

会
期
中
、
県
美
会
場
入
場
者
は

千
七
百
九
十
三
名
、
市
民
ギ
ャ
ラ

リ
ー
会
場
入
場
者
は
二
千
十
三
名
。

県
美
会
場
最
終
日
に
は
大
村
名
誉

会
長
の
来
場
を
賜
っ
た
。

第
一
三
八
号

令和元年 8 月

風岡　五城　会長

李穎  駐名古屋領事 大村秀章　愛知県知事・名誉会長

第
66
回
展
関
連・
詳
報

第一会場　開場式テープカット
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副
会
長

久

野

北

崖

　
常
任
参
事

松

浦

白

硯

　
名
誉
会
長

故
・
豆

子

甲

水

之

　
常
任
参
事

西

尾

邑

城

　
愛
知
県
知
事
　
名
誉
会
長

大

村

秀

章

　
常
任
参
事

水

谷

紅

楓

　
会
　
長

風

岡

五

城

　
理
事
長

木

村

大

澤

　
　
大
　
賞

加

藤

真

風

　
　
市
長
賞

遠

山

穂

光

知
事
賞

堀

渕

桂

花

　
　
市
教
委
賞
賞

岩

井

玲

翆

　
中
日
賞

国

府

新

水

　
中
日
賞

園

田

三

輪

子

　
　
準
大
賞

橋

爪

玉

雪

　
県
教
委
賞

清

水

玲

翆

　
県
教
委
賞

杉

原

弘

子

　
中
日
賞

安

井

游

虹

　
東
書
藝
賞

渡

邉

翆

峰

　
東
書
藝
賞

鈴

木

久

江

　
副
会
長

安

藤

清

舟

大村知事　観覧写真

第
六
十
六
回
展
幹
部
作
品
抄
録

上
位
受
賞
者
作
品

準
会
員
の
部

会
員
の
部
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風
岡　

五
城　

会
長

①
鳥
居　

玉
香

　

�

筆
を
縦
横
に
働
か
せ
て
躍
動
感

あ
ふ
れ
る
。
そ
れ
で
い
て
騒
が

し
く
な
く
、
字
間
・
行
間
の
余

白
も
輝
く
よ
う
に
美
し
い
。

②
井
分　

潭
風

　

�

白
文
一
顆
、
朱
文
二
顆
の
計

三
顆
。
布
字
に
工
夫
を
凝
ら

し
、
味
わ
い
も
三
顆
三
様
楽
し

め
る
。
刀
の
切
れ
も
冴
え
て
い

る
。

③
飯
田　

松
華　

④
伊
藤　

緑
穂

⑤
山
本　

美
峰　

⑥
伊
藤　

南
邨

⑦
伊
藤　

芳
桜　

⑧
藤
枝　

静
香

安
藤　

清
舟　

副
会
長

①
伊
藤　

南
邨

　

�

熟
練
を
重
ね
た
行
草
体
。
文
字

の
大
小
・
緩
急
を
見
事
に
構
成

絡
あ
る
良
い
作
。
今
後
も
大
い

に
期
待
。

③
城
田　

桑
軒　

④
井
分　

潭
風

⑤
西
山　

清
虹　

⑥
伊
藤　

一
楓

⑦
三
田　

敬
華　

⑧
横
井　

青
蓮

西
尾　

邑
城　

常
任
参
事

①
廣
江
蘭
秀

　

�

熟
練
し
た
強
靭
な
線
は
紙
背
を

通
し
、強
弱
自
在
の
作
品
。益
々

の
精
進
を
。

②
三
浦　

希
韶

　

�

木
簡
の
書
風
を
自
己
薬
籠
の
も

の
と
し
て
書
き
上
げ
た
作
品
。

素
晴
ら
し
い
。

③
鈴
木　

礼
美　

④
竹
内　

一
徑

⑤
名
古
路
雅
翠　

⑥
大
西　

紫
蓉

⑦
小
川　

若
紫　

⑧
小
島　

芳
泉

松
浦　

白
碩　

常
任
参
事

①
鈴
木　

礼
美

　

�

粘
り
強
く
力
強
い
線
で
躍
動
感

が
あ
り
、
文
字
の
大
小
と
墨
の

濃
淡
の
バ
ラ
ン
ス
が
素
晴
ら
し

い
。

②
石
黒　

鴻
羽

　
�

多
字
数
の
小
字
な
が
ら
、
木
簡

調
で
淡
々
と
書
き
上
げ
ら
れ
、

作
者
の
力
量
が
よ
く
感
じ
ら
れ

る
作
。

③
信
藤　

緑
華　

④
竹
田　

清
章

⑤
布
目　

京
陶　

⑥
伊
藤　

一
楓

⑦
八
木　

一
華　

⑧
鬼
頭　

青
峰

し
、
鑑
賞
者
に
心
地
よ
さ
を
感

じ
さ
せ
る
快
作
。

②
勝
川　

香
艸

　

�
自
在
な
運
筆
で
筆
先
を
活
躍
さ

せ
た
行
草
の
連
綿
が
、
余
白
を

美
し
く
見
せ
た
老
練
の
作
。

③
松
田　

真
香　

④
須
藤　

春
華

⑤
長
谷
川
雅
江　

⑥
浜
島　

圭
園

⑦
吉
川　

馨
泉　

⑧
三
村　

菱
花

久
野　

北
崖　

副
会
長

①
鈴
木　

礼
美

　

�

管
訥
詩
。
力
を
裡
に
秘
め
て
味

わ
い
深
く
、骨
格
堂
々
と
気
脈
・

筆
力
共
に
十
分
で
律
動
感
の
あ

る
作
。

②

戸　

清
華

　

�

杜
甫
詩
、
行
草
多
字
数
。
書
線

の
太
細
巧
み
に
、
自
身
の
リ
ズ

ム
で
筆
捌
き
自
在
に
動
い
て
脈

水
谷　

紅
楓　

常
任
参
事

①
棚
橋　

藍
水

　

�

多
字
数
作
品
三
行
書
。
多
字
数

の
小
字
な
が
ら
余
裕
の
あ
る
書

き
ぶ
り
で
、
全
体
が
明
る
い
。

淡
々
と
構
成
し
た
充
実
感
あ
る

快
作
。

②
勝
川　

香
艸

　

�

行
草
体
三
行
の
作
。
一
気
呵
成

の
連
綿
で
線
質
の
錬
度
高
く
、

柔
ら
か
く
実
に
美
し
い
老
練
の

作
。

③
内
海　

清
秋　

④
北
原　

竹
堂

⑤
大
西　

紫
蓉　

⑥
櫻
井　

花
筵

⑦
吉
川　

孤
山　

⑧
山
下　

桐
軒

木
村　

大
澤　

理
事
長

①
伊
藤　

南
邨

　

�

豊
か
な
墨
量
の
黒
が
生
み
出
す

重
厚
な
書
が
、
威
風
堂
々
と
し

た
存
在
感
を
示
す
。
線
よ
し
、

形
よ
し
、
風
趣
よ
し
。
抜
群
の

安
定
感
は
見
る
者
を
魅
了
し
て

や
ま
な
い
。

②
鈴
木　

礼
美

　

�

多
彩
に
変
化
す
る
ね
ば
り
強
い

線
が
紙
面
を
圧
倒
。
潤
滑
・
肥

痩
・
強
弱
等
、
千
変
万
化
の
妙

味
を
如
何
な
く
表
現
し
た
見
応

え
充
分
の
快
作
で
あ
る
。

③
鳥
居　

玉
香　

④

戸　

清
華

⑤
梶　
　

蘇
山　

⑥
畑
中　

花
影

⑦
大
場　

映
翠　

⑧
冨
板　

竹
華

会
長
以
下
、幹
部
七
名
の
先
生
方
に
、賞
の
対
象
と
な
ら
な
い
院
人（
常

任
理
事
以
上
の
役
員
を
除
く
）
の
中
か
ら
、
ご
自
分
の
社
中
以
外
で
こ

れ
は
と
思
わ
れ
た
秀
作
を
八
点
選
ん
で
い
た
だ
い
た
。
そ
の
方
々
の
氏

名
と
作
品
写
真
、
内
二
作
品
の
講
評
を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

久
野
・
木
村
選

戸

清

華

　
風
岡
・
木
村
選

鳥

居

玉

香

　
西
尾
選

廣

江

蘭

秀

　
安
藤
・
水
谷
選

勝

川

香

艸

　
松
浦
選

石

黒

鴻

羽

　
西
尾
選

竹

内

一

徑

　
久
野
選

横

井

青

蓮

　
風
岡
選

飯

田

松

華

　
風
岡
・
久
野
・
木
村
選

井

分

潭

風

　
水
谷
選

棚

橋

藍

水

　
風
岡
・
安
藤
・
木
村
選

伊

藤

南

邨

　
西
尾
選

三

浦

希

韶

　
久
野
・
松
浦
・
西
尾
・
木
村
選

鈴

木

礼

美

東
書
藝
幹
部
に
よ
る

第
六
十
六
回
展
私
の
選
ん
だ
こ
の
作
品
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風
岡
選

伊

藤

緑

穂

　
久
野
・
松
浦
選

伊

藤

一

楓

　
安
藤
選

長

谷

川

雅

江

　
水
谷
選

吉

川

弧

山

　
風
岡
選

伊

藤

芳

桜

　
水
谷
選

内

海

清

秋

　
安
藤
選

吉

川

馨

泉

　
西
尾
選

名

古

路

雅

翆

　
安
藤
選

松

田

真

香

　
西
尾
・
水
谷
選

大

西

紫

蓉

　
久
野
選

城

田

桑

軒

西
尾
・
木
村
選

小

島

芳

泉

　
風
岡
・
木
村
選

山

本

美

峰

　
久
野
選

三

田

敬

華

　
安
藤
選

浜

島

圭

園

　
水
谷
選

山

下

桐

軒

　
風
岡
選

藤

枝

静

香

　
水
谷
選

北

原

竹

堂

　
安
藤
選

三

村

菱

花

　
西
尾
選

小

川

若

紫

　
安
藤
選

須

藤

春

華

　
水
谷
選

櫻

井

花

筵

　
久
野
選

西

山

清

虹

　
松
浦
選

信

藤

緑

華
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◆
会
員
の
部　

大
賞

①
元
楨
墓
誌
銘
。

②�

力
強
さ
と
紙
に
く
い
込
む
筆
法
。

③
墨
量
と
行
間
の
バ
ラ
ン
ス
。

④�

北
魏
楷
書
の
筆
法
の
マ
ス
タ
ー

と
作
品
づ
く
り
。

⑤�

自
己
表
現
の
方
法
で
あ
り
、
墨

と
紙
の
み
で
表
現
す
る
芸
術
。

線
の
美
し
さ
、
運
筆
や
呼
吸
を

作
品
か
ら
感
じ
ら
れ
る
時
、
心

を
揺
さ
ぶ
ら
れ
ま
す
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
日

頃
よ
り
熱
心
に
ご
指
導
下
さ
る

風
岡
五
城
先
生
、
書
の
楽
し
さ

を
教
え
て
下
さ
っ
た
故
・
太
田

稲
風
先
生
に
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
私
の
書
に
対
す
る

気
持
ち
が
失
わ
れ
そ
う
な
時
、

諸
先
生
方
の
励
ま
し
と
温
か
い

書
友
の
言
葉
に
救
わ
れ
書
道
を

続
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
今
後
も
尚
一
層

自
分
ら
し
い
作
品
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

知
事
賞

①
蘭
亭
叙
。

②
字
形
と
線
質
。

③
気
を
込
め
つ
つ
も
、
淡
々
と
無

心
に
紙
と
向
き
合
う
こ
と
。

④�

こ
れ
か
ら
も
、
与
え
ら
れ
た
機
会

や
課
題
に
真
摯
に
挑
戦
し
ま
す
。

⑤�

自
身
を
形
成
す
る
上
で
“
軸
”

と
な
っ
て
い
る
も
の
。

⑥�

身
に
余
る
賞
を
頂
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

も
書
の
階
段
を
一
段
一
段
上
り

つ
つ
、「
書
と
は
何
か
」
を
究

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

諸
先
生
方
、
引
き
続
き
ご
指
導

の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

県
教
委
賞

精
進
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

準
大
賞

①
傅
山
漢
古
詩
帖
。

②
運
筆
、
字
形
。

③�

行
書
を
主
体
に
文
字
の
長
短
、

墨
の
潤
渇
、
緩
急
の
リ
ズ
ム
、

字
間
の
変
化
な
ど
考
え
制
作
し

ま
し
た
。

④�

ま
だ
学
ん
だ
古
典
が
少
な
い
の

で
、
も
っ
と
色
々
な
も
の
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。

⑤�

日
々
作
品
づ
く
り
に
追
わ
れ
て
い

る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、
筆

を
動
か
し
て
い
る
時
は
頭
の
中
が

筆
の
動
き
と
共
に
あ
り
、
他
の

事
を
考
え
な
い
時
間
が
好
き
で

す
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
も
ご
指
導
下
さ
る
山
本
晴
城

先
生
、
宏
道
書
会
の
先
生
方
の

お
蔭
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
も
一
紙
面
上
に
文
字
の
黒
、

余
白
の
白
の
バ
ラ
ン
ス
が
生
み
出

す
空
間
を
常
に
意
識
し
な
が
ら
、

①
蘓
慈
墓
誌
銘
、関
戸
本
古
今
集
。

②�
蘓
慈
墓
誌
銘
に
は
字
形
、
線
質
。

関
戸
本
古
今
集
に
は
筆
の
開
閉
、

力
強
い
線
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

③
全
体
の
流
れ
、
墨
量
。

④�

古
筆
か
ら
仮
名
の
流
麗
美
を
学

び
、
創
作
に
生
か
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

⑤�

日
常
の
中
、
書
道
に
向
き
合
っ

て
い
る
時
が
一
番
楽
し
く
充
実

し
た
時
間
で
す
。

⑥�

身
に
余
る
賞
を
頂
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
熱
心
に
ご
指

導
下
さ
る
伊
藤
春
魁
先
生
に
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

書
を
通
じ
て
優
し
い
先
生
方
や

多
く
の
仲
間
と
出
会
え
、
幸
せ

に
楽
し
く
充
実
し
た
日
々
を
過

ご
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

気
負
わ
ず
楽
し
み
な
が
ら
少
し

で
も
成
長
で
き
る
よ
う
、
稽
古

に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

中
日
賞

①�

杜
甫
、
李
白
、
白
楽
天
、
王
維

等
、
唐
代
の
偉
大
な
詩
人
の
絶

句
集
。

　
松
浦
・
木
村
選

竹

田

清

章

　
松
浦
選

八

木

一

華

　
木
村
選

梶

　

蘇

山

　
木
村
選

大

場

映

翆

　
松
浦
選

布

目

京

陶

　
松
浦
選

鬼

頭

青

峰

　
木
村
選

畑

中

花

影

　
木
村
選

冨

板

竹

華

今
年
も
栄
え
あ
る
賞
に
輝
い
た
皆
さ
ん
の
中
か
ら
、
会
員
、
準
会
員

の
部
の
上
位
入
賞
者
の
方
々
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
て
い
た
だ
い
た
。

設
問
内
容
は
次
の
と
お
り
。
ま
た
そ
の
受
賞
作
品
は
3
頁
に
掲
載
し
ま

し
た
。

①
現
在
学
ん
で
い
る
古
典
は
。

②
そ
の
古
典
の
ど
こ
に
魅
力
を
感
じ
て
い
ま
す
か
。

③
今
回
の
出
品
作
で
、
制
作
上
特
に
大
切
に
し
た
こ
と
は
。

④
（
受
賞
を
機
に
）
こ
れ
か
ら
挑
戦
し
て
み
た
い
こ
と
は
。

⑤
ご
自
身
に
と
っ
て
「
書
道
」
と
は
。

⑥
受
賞
の
感
想
と
今
後
の
抱
負
を
。

第
六
十
六
回
東
書
藝
展

　
　
受
賞
者
に
聞
く

ア
ン
ケ
ー
ト

加藤　真風

橋爪　玉雪

堀渕　桂花杉原　弘子

國府　新水



（1 0）（1 1）

①
興
福
寺
断
碑
。

②�

鋒
を
開
き
、
重
厚
な
線
を
交
え

て
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
。

③�

“
色
”
を
出
す
こ
と
。

④�

ま
だ
ま
だ
努
力
不
足
で
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
変
わ
ら
ず
、

こ
つ
こ
つ
と
更
な
る
勉
強
を
重

ね
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

⑤�

忍
耐
力
と
集
中
力
を
養
い
、
自

分
を
成
長
さ
せ
て
く
れ
る
大
切

な
も
の
で
す
。

⑥�

思
い
も
か
け
ず
栄
誉
あ
る
市
長

賞
を
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た

の
も
、
偏
に
故
・
豆
子
甲
水
之

先
生
、
安
藤
清
舟
先
生
、
水
谷

紅
楓
先
生
、
加
山
幽
石
先
生
の

長
き
に
亘
っ
て
の
温
か
い
ご
指

導
の
お
蔭
と
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
の
受
賞
を
励
み
に
更
に

上
を
目
指
し
て
精
進
し
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

県
教
委
賞

①
王
鐸
。

②
線
の
表
現
の
豊
か
さ
。

③
文
字
の
粗
密
、
墨
量
の
変
化
。

④�

一
字
一
字
の
字
形
に
捉
わ
れ
る

の
で
は
な
く
、
生
き
た
線
で
全

体
の
流
れ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

な
作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
て
い

き
た
い
。

⑤�

「
書
く
」
こ
と
を
通
し
て
徹
底

的
に
自
分
と
向
き
合
わ
せ
て
く

れ
る
存
在
。
日
々
の
稽
古
の
成

果
や
自
分
の
気
持
ち
が
ダ
イ
レ

ク
ト
に
書
に
表
れ
る
事
に
面
白

み
を
感
じ
ま
す
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

れ
も
日
頃
よ
り
熱
心
に
ご
指
導

下
さ
る
木
村
大
澤
先
生
は
じ

め
、
諸
先
生
方
の
お
蔭
と
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
今
後

も
私
が
書
道
が
好
き
で
あ
る
こ

と
、
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
が
、

作
品
を
見
て
下
さ
る
方
に
伝
わ

る
よ
う
な
書
が
書
け
る
よ
う
、

精
進
し
て
参
り
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

市
教
委
賞

①
米
芾
蜀
素
帖
。

②�

点
画
の
自
在
さ
、
文
字
の
強
弱

と
空
間
の
取
り
方
な
ど
多
彩
な

②�

漢
字
。
そ
の
意
味
深
さ
と
共

に
、
漢
詩
に
対
し
て
憧
れ
を
持

ち
ま
す
。

③�
八
十
二
歳
の
老
体
で
す
の
で
、

い
つ
も
全
身
全
霊
で
取
り
組
み

ま
す
。

④
た
だ
継
続
あ
る
の
み
で
す
。

⑤�

書
に
対
し
畏
敬
の
念
を
持
っ
て

い
ま
す
。
た
っ
ぷ
り
墨
を
含
ま

せ
た
筆
を
真
っ
白
な
紙
に
お
く

時
、
毎
回
緊
張
し
ま
す
。

⑥�

驚
き
と
感
謝
で
す
。
故
・
豆
子

甲
水
之
先
生
、
安
藤
清
舟
先
生
、

岩
本
清
蘭
先
生
に
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
更
に
東
海
書
道

藝
術
院
の
諸
先
生
方
、
関
係
各

位
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、支
え
て
下
さ
っ

た
津
教
室
の
皆
様
、
家
族
す
べ
て

に
感
謝
致
し
ま
す
。
今
後
は
体

力
の
限
り
、
精
神
的
・
身
体
的

修
養
と
心
得
て
続
け
て
い
き
た
い

と
望
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
ど
う

か
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

◆
会
員
の
部　

東
書
藝
賞

①
十
七
帖
。

②�

草
書
で
あ
る
が
、力
感
あ
る
筆
法
。

③
墨
量
と
文
字
の
バ
ラ
ン
ス
。

④�

篆
書
を
学
び
、
巾
を
つ
け
て
い
き

た
い
。
「
書
」
を
通
し
て
地
域

社
会
と
の
関
わ
り
に
取
り
組
ん

で
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

⑤�

趣
味
と
し
て
遅
く
か
ら
習
い
始

め
た
「
書
」
で
す
。
習
う
程
に

広
く
奥
深
さ
を
感
じ
さ
せ
ら
れ

悪
戦
苦
闘
で
す
が
、
筆
を
執
り

紙
面
に
向
か
っ
て
い
る
時
は
無

心
に
な
れ
、
至
福
感
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
も
の
で
す
。

⑥�

こ
の
度
は
思
い
掛
け
ず
立
派
な

賞
を
い
た
だ
き
、
驚
き
と
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

こ
れ
も
偏
に
故
・
小
川
圭
南
先

生
、
松
浦
白
碩
先
生
は
じ
め
游

心
会
の
諸
先
生
方
の
熱
心
な
ご

指
導
と
、
同
門
の
諸
先
輩
、
書

友
の
方
々
の
温
か
い
ご
支
援
の

お
蔭
と
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。
老
後
の
趣
味
と
し
て
始

め
た
「
書
」
を
楽
し
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

市
長
賞

変
化
に
魅
力
を
感
じ
ま
す
。

③�

自
然
な
運
筆
の
中
に
変
化
と
流

動
美
が
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。

④�

文
字
に
変
化
の
あ
る
流
動
的
な

作
品
づ
く
り
に
挑
戦
し
た
い
。

⑤�

本
格
的
に
書
を
学
び
始
め
た
の

は
大
学
時
代
で
す
が
、
家
庭
を
持

ち
子
育
て
中
に
は
な
か
な
か
出

来
ま
せ
ん
で
し
た
。
現
在
は
や
っ

と
書
に
取
り
組
む
機
会
が
持
て
、

学
ぶ
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
に
な
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

⑥�

こ
の
度
は
名
誉
あ
る
賞
を
頂

き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
熱
心
に
ご
指
導
い
た

だ
い
た
風
岡
先
生
は
じ
め
、
宏

道
書
会
の
先
生
方
、
教
室
の
皆

さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
今
後
も
こ
の
賞
を
励
み

に
精
進
し
て
参
り
ま
す
。

◆
準
会
員
の
部　

中
日
賞

①
張
瑞
図
。

②
字
形
、
運
筆
。

③�

墨
の
入
れ
方
や
文
字
の
減
り
張

り
を
意
識
し
て
書
き
ま
し
た
。

④�

瑞
図
の
勉
強
を
活
か
し
た
作
品

の
創
作
。

⑤�

私
に
と
っ
て
書
道
と
は
、
落
ち
着

い
た
気
持
ち
に
な
れ
る
時
間
で
す
。

長
く
続
け
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
勉
強
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

⑥�

こ
の
度
は
、
こ
の
よ
う
な
賞
を

頂
き
驚
き
と
喜
び
を
感
じ
て
い

ま
す
。
こ
れ
も
日
頃
よ
り
熱
心

に
ご
指
導
下
さ
る
壁
谷
先
生
の

お
蔭
と
、
深
く
感
謝
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
し
み
な
が

ら
少
し
で
も
成
長
し
て
い
け
る

様
、
稽
古
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

◆
準
会
員　

中
日
賞

①
黄
庭
堅
。

②
個
性
的
で
美
し
い
字
形
。

③
線
質
と
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

④�

楷
書
・
か
な
の
作
品
。ま
た
ア
ー

ト
な
作
品
に
も
挑
戦
し
て
み
た

い
で
す
。

⑤�

「
無
」
に
な
れ
る
、
私
に
と
っ

て
か
け
が
え
の
な
い
時
間
。

⑥�

こ
の
度
は
、
思
い
が
け
ず
素
晴

ら
し
い
賞
を
頂
き
恐
縮
し
て
お

り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
も
熱
心
に
ご
指
導

下
さ
っ
た
寺
田
小
華
先
生
、
作

品
制
作
に
関
わ
っ
て
下
さ
っ
た

方
々
の
お
蔭
で
す
。
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
制
作
中
は

自
分
の
未
熟
さ
を
痛
感
す
る
こ

と
ば
か
り
で
す
が
、
今
回
の
受

賞
は
と
て
も
励
み
に
な
り
ま
し

た
。
こ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、

こ
れ
か
ら
も
稽
古
に
励
ん
で
参

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
準
会
員　

東
書
藝
賞

①
関
戸
本
古
今
集
、寸
松
庵
色
紙
、

　

蘭
亭
叙
。

②�

洗
練
さ
れ
た
線
の
中
に
あ
る
、

や
わ
ら
か
さ
と
力
強
さ
。

③
墨
の
濃
淡
と
線
質
。

④�

た
く
さ
ん
の
古
典
に
挑
戦
し
、

創
作
の
手
掛
か
り
に
し
た
い
。

⑤�

集
中
し
て
い
く
と
き
の
心
の
落

ち
着
き
と
、
少
し
ず
つ
上
達
し

て
い
く
喜
び
で
す
。

⑥�

こ
の
度
は
身
に
余
る
賞
を
頂
き
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
祝
儀

袋
に
名
前
く
ら
い
筆
で
書
き
た

い
と
始
め
た
書
道
で
す
が
、
伊

藤
春
魁
先
生
の
か
な
の
世
界
に

魅
せ
ら
れ
、
先
生
の
親
切
丁
寧

な
ご
指
導
で
こ
こ
ま
で
来
ら
れ

ま
し
た
。
も
っ
と
上
達
で
き
る

よ
う
、
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

渡邉　翠峰

遠山　穂光

清水　玲翠

岩井　玲翠

安井　游虹

園田　三輪子

鈴木　久江

乾　杯

謝　辞 来賓・役員壇上記念撮影



（1 2）（1 3）
◇
第
41
回　

宏
道
書
会
選
抜
展

　

本
会
副
理
事
長
・
山
本
晴
城

先
生
率
い

る
宏
道
書

会
主
催
。

五
月
十
四

日
～
十
九

日
、栄
サ
ン

シ
テ
ィ
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に

て
開
催
さ

れ
、幹
部
、

選
抜
メ
ン

バ
ー
合
わ

せ
て
三
十
一
点
の
展
示
。身
近
な
サ

イ
ズ
の
軸
・
額
作
品
が
並
ん
だ
会

場
は
親
し
み
易
い
雰
囲
気
で
、
心

和
む
好
展
。

◇
第
43
回
公
募　

梓
会
書
道
展

勝
川
香
艸
会
長
、
伊
藤
春
魁
理

事
長
率
い
る
実
力
者
集
団
・
梓
会
主

催
の
公
募
展
。
五
月
十
四
日
～
十
九

日
、
愛
知
県
美
術
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

五
月
三
十
一
日
～
六
月
二
日
、
四

日
市
市
文
化
会
館
に
て
開
催
。
広

い
会
場
に
甲
水
之
先
生
遺
作
、

二
点
出
品
含
む
計
一
三
三
点
が
展

示
さ
れ
格
別
な
作
品
多
数
。
今
後

益
々
の
発
展
が
期
待
さ
れ
る
。

◇
第
62
回　

游
心
書
展

　

游
心
書
道
会
（
代
表
・
松
浦
白

碩
本
会
常
任
参
事
）
が
第
62
回

游
心
書
展
を
六
月
五
日~

九
日
、

愛
知
県

美
術
館

ギ
ャ
ラ

リ
ー
で

開
催
。

会
員
の

力
作
五

十
九
点

と
、
ひ

と
際
重

み
を
感

じ
る
故
・
小
川
南
流
、
圭
南
両
先

生
の
遺
作
が
、
会
の
長
い
伝
統
を

確
か
に
伝
え
て
い
た
。

◇
第
26
回　

無
名
會
書
展

本
会
常
任
理
事
・
渡
辺
清
香
代

表
の
無
名
會
が
六
月
十
一
日
～

十
六
日
、
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ

で
開
催
さ

れ
流
石
の

存
在
感
を

示
す
。
公

募
二
十
五

点
、
特
別

出
品
二
点

を
含
む
計

一
五
一
点

の
展
示
は

壮
観
で
、
最
終
日
に
行
わ
れ
た
表
彰

式
も
含
め
、
会
場
は
大
い
に
盛
り
上

が
っ
て
い
た
。

◇
第
61
回　

新
道
書
道
会
展

豆
子
甲
水
之
先
生
亡
き
後
、
豆

子
紫
甲
代

表
の
も
と

更
に
団
結

を
強
め
活

動
す
る
、

新
道
書
道

会
主
催
の

61
回
展
は

リ
ー
栄
で
第
26
回
展
を
開
催
。
代

表
曰
く
、
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
自
由

に
楽
し

く
表
現

し
た
と

の
事
。

故
、
澤

井
痩
蛙

子
先
生

の
作
品

含
め
個

性
的
で

表
具
も

素
敵
。
ハ
イ
セ
ン
ス
な
二
十
一
点
は

魅
力
的
で
盛
会
だ
っ
た
。

◇
'19 

心
象
展

　

好
日
社
（
岩
田
冬
崖
・
本
会
常
任

参
事
代

表
）
主

催
の
'19

心
象
展

は
、
七

月
九
日

～
十
五

日
、
愛

知
県
美

術
館
ギ

ャ
ラ
リ

六
月
十
六
日
（
日
）、
令
和
元
年

の
東
書
藝
総
会
が
東
区
中
電
ホ
ー
ル

で
行
わ
れ
た
。
会
員
数
八
三
〇
名
、

出
席
者
二
〇
七
名
、
委
任
状
預
か
り

四
七
八
名
、
合
計
六
八
五
名
に
て
総

会
は
成
立
。
羽
根
田
菖
風
常
任
理
事

の
司
会
で
今
枝
大
軒
参
事
の
開
会
の

こ
と
ば
に

始
ま
り
、

ま
ず
昨
年

十
一
月
に

逝
去
さ
れ

た
豆
子
甲

水
之
名
誉

会
長
に
、

全
員
で
黙

と
う
が
捧
げ
ら
れ
た
。
続
い
て
風
岡

五
城
会
長
、
木
村
大
澤
理
事
長
が
挨

拶
。
司
会
者
一
任
に
よ
り
議
長
に
冨

永
奇
昂
先
生
を
選
出
し
、
以
下
の
議

事
の
報
告
・
審
議
に
入
っ
た
。

①
平
成
三
十
年
度
事
業
報
告

②
平
成
三
十
年
度
会
計
報
告

③
平
成
三
十
年
度
監
査
報
告

④�

令
和
元
年
度
事
業
計
画
並
び

に
予
算
案

⑤
新
役
員
に
つ
い
て

①
～
④
は
承
認
。
⑤
に
つ
い
て

は
木
村
理
事
長
が
更
に
一
期
の
再
任

を
快
諾
さ
れ
、
大
き
な
拍
手
を
受
け

た
。
又
、
副
理
事
長
、
常
任
参
事
席

の
若
干
の
移
動
が
承
認
さ
れ
た
。
続

い
て
66
回
展
に
よ
る
昇
格
者
代
表
・

加
藤
真
風
氏
に
委
嘱
状
を
授
与
。
水

谷
紅
楓
常
任
参
事
の
閉
会
の
こ
と
ば

で
総
会
は
無
事
終
了
し
た
。
休
憩
を

は
さ
み
、
愛
知
県
陶
磁
美
術
館
学
芸

員
・
田
畑
潤
先
生
を
お
招
き
し
て「
中

国
殷
周
青
銅
器
と
金
文
」
の
演
題
で

講
演
会
が
行
わ
れ
た
。
中
国
古
代
青

銅
器
の
変
遷
、
鼎
・
尊
、
甲
骨
文
・

金
文
つ
い

て
丁
寧
に

解
説
頂
き
、

し
ば
し
遙

か
な
中
国

の
歴
史
に

思
い
を
馳

せ
る
こ
と

が
で
き
た
。

三
十
五
回
展
に
よ
せ
て

代
表
　
西
尾
　
邑
城

一
九
八
四
年
に
第
一
回
展
開
催
の

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
地
元
の
先

生
か
ら
『
こ
の
土
地
柄
、
書
道
は

育
た
な
い
よ
』
と
忠
告
を
受
け
る

も
、
志
あ
る
会
員
が
参
集
。
神
谷

葵
水
先
生
、
梶
田
稲
州
先
生
、
田

中
豊
村
先
生
（
後
に
退
会
）
の
方
々

に
賛
助
出
品
を
頂
い
た
り
し
て
、
一

歩
ず
つ
歩

ん
で
参
り

ま
し
た
。

途
中
、
瀬

戸
会
場
の

改
修
で
長

久
手
に
移

る
も
、
搬

入
時
、
三

尺
作
品
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
狭
く
て

乗
ら
ず
に
人
力
で
担
い
で
上
る
…
と

い
う
悪
戦

苦
闘
で
し

た
。
現
会

場
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ひ
ま

わ
り
を
得

て
か
ら
は

安
定
し
ま

し
た
が
、
一
方
で
高
齢
化
や
若
い
人

の
結
婚
・
出
産
、
移
住
等
で
会
員

の
減
少
が
進
み
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
こ
の
度
、
全
員
の
力
を
結
集
し
て

三
十
五
回
の
記
念
展
を
開
催
出
来

る
こ
と
と
相
成
り
ま
し
た
。

さ
て
今
展
の
作
品
は
、
私
が
六

月
末
か
ら
体
調
不
良
で
指
導
も
儘

な
ら
ず
心
配
し
ま
し
た
が
、
各
自

の
努
力
で
篆
・
楷
行
草
・
か
な
・

現
代
書
き
ま
で
、
幅
広
く
取
り
組

ん
で
発
表
し
た
も
の
で
す
。
ど
う

ぞ
ご
批
正
、
ご
指
導
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。　
　
　
（
邑
城
記
）

日
々
研
鑚
を
重
ね
る
東
書
藝
各
社
中
の
書
展
を
、
で
き
る
だ
け
紹
介
し
ま
す
。

令
和
元
年
度
東
書
藝
総
会

第
35
回
2
0
1
9
清
和
会
書
展

書
展
訪
問

本
会
常
任
参
事
・
西
尾
邑
城
先
生
率
い
る
清
和
会
主
催
、
2
0
1
9
清
和

会
書
展
が
瀬
戸
信
金
本
店
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ひ
ま
わ
り
で
開
催
さ
れ
た
。
円
熟
し

た
先
生
十
八
番
の
金
文
作
品
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
満
ち
て
実
に
若
々
し
く
、
魅

力
い
っ
ぱ
い
。
会
員
夫
々
に
力
作
を
発
表
し
て
い
て
盛
会
だ
っ
た
。

令
和
元
年
八
月
三
日・四
日
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TOPICS

令
和
元
年
八
月
　
第
一
三
八
号

発
行
　
東
海
書
道
藝
術
院

編
集
　
加
　
藤
　
松
　
亭

　
　
　
堀
　
江
　
龍
　
舟

◇
２
０
１
９
東
書
藝
研
修
会

期
日　
９
月
８
日
（
日
）
～
９
日
（
月
）

会
場　

三
重
県
鳥
羽
市
・
戸
田
家

◇
第
39
回　

飯
田
書
人
会
展

会
期　
９
月
19
日（
木
）～
24
日（
火
）

会
場　

飯
田
創
造
館

主
催　

飯
田
書
人
会（
加
山
幽
石
）

◇
第
23
回　

東
書
藝
選
抜
小
品
展

会
期　
９
月
24
日（
火
）～
29
日（
日
）

会
場　

栄
サ
ン
シ
テ
ィ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

主
催　

東
海
書
道
藝
術
院

◇
第
20
回　

心
書
会
展

会
期　

10
月
４
日
（
金
）～
６
日
（
日
）

会
場　

亀
山
市
文
化
会
館

　
　
　

中
央
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

主
催　

心
書
会
（
安
藤
清
舟
）

◇
第
36
回　

花
墨
会
展

会
期　

11
月
16
日
（
土
）・
17
日
（
日
）

会
場　

�

三
重
県
菰
野
町
図
書
館
２

階
展
示
室

主
宰　

松
岡
麗
泉

令
和
元
年
今
後
の
予
定

編
　
集
　
後
　
記

ー
で
開
催
。46
回
展
を
数
え
、大
小
、

計
七
十
八
点
を
展
示
。
冬
崖
先
生
は

じ
め
、
久
野
北
崖
、
本
瀬
芝
青
、
鈴

木
紫
舟
、
堀
場
仁
翠
、
各
先
生
の
存

在
感
が
抜
群
。

◇
第
８
回
稲
香
印
社
展　

篆
刻
と
書

　

梶
田
稲
州
本
会
常
任
理
事（
稲
州

先
生
は

日
本
篆

刻
家
協

会
常
務

理
事
で

も
在
ら

れ
る
）

率
い
る

稲
香
印

社
主
催

の
第
八
回
展
が
、七
月
二
十
三
日
～

二
十
八
日
、名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

栄
で
開
催
。印
が
書
を
、書
が
印
を
よ

り
高
め
る
表
現
は
上
質
で
雅
趣
に
富

み
、魅
力
的
な
作
が
多
く
並
ん
で
い

た
。

　

尚
、
第
4５
回
記
念
宏
道
書
展

（
八
月
二
十
日~

二
十
五
日
開
催
）、

第
５3
回
碩
山
書
院
一
門
展
（
八
月

三
十
一
日
・
九
月
一
日
開
催
）
の
紹

介
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

◇�

長
野
で
見
つ
け
た
柳
田
泰
雲
書
道

美
術
館
の
素
晴
ら
し
い
展
示
に
感

動
し
た
。
こ
ん
な
偶
然
が
嬉
し
い
。

◇�

今
号
は
八
つ
の
社
中
展
を
紹
介
。

其
々
意
欲
的
で
頼
も
し
か
っ
た
。

◇�

受
賞
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、
優
秀
作

品
、
式
典
写
真
の
掲
載
に
あ
た
っ

て
は
多
く
の
方
々
の
協
力
を
頂

き
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
猛
暑

で
す
が
、皆
様
ど
う
か
ご
健
勝
で
。

中
部
圏
書
芸
作
家
協
議
会
主
催
。

令
和
元
年
七
月
九
日
（
火
）
～
十
四

日
（
日
）、
名
古
屋
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

栄
に
於
い
て
開
催
。
例
に
よ
って
書
典

社
、
以
文
会
、
玄
玄
書
作
院
、
東

海
書
道
藝
術
院
の
四
団
体
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
を
代
表
す
る
作
家
の
五
十
点

を
展
示
。
東
書
藝
は
幹
部
二
十
名
が
、

個
性
豊
か
な
作
を

出
品
し
た
。

五
月
一
日
～
六
日
、伏
見
電
気
文
化
会
館
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
て
「
ガ

ラ
ス
書
刻
展
」が
開
催
さ
れ
た
。
本
会
賛
助
会
員
オ
フ
ィ
ス
イ
ズ（
伊

藤
純
夫
代
表
）
主
催
。
十
一
名
の
作
家
が
参
加
さ
れ
、
本
会
風
岡
五

城
会
長
が
「
月
華
」
の
作
で
出
品
。
裏
打

ち
前
の
書
き
お
ろ
し
作
品
を
、
ガ
ラ
ス
に

サ
ン
ド
プ
ラ
ス
ト
工
法
で
彫
刻
し
て
い
く

工
程
も
開
示
さ
れ
、
墨
の
潤
滑
や
筆
意
ま

で
み
て
取
れ
る
そ
の
正
確
で
繊
細
な
技
術

に
感
心
す
る
。
会
場
は
現
代
的
な
デ
ィ
ス

プ
レ
イ
で
、
光
が
美
し
さ
の
重
要
な
要
素

に
な
っ
て
い
た
。
ガ
ラ
ス
書
が
“
ア
ー
ト
”

と
し
て
の
書
の
幅
を
、
見
事
に
広
げ
て
く

れ
る
こ
と
を
感
じ
ら
れ
た
展
覧
だ
っ
た
。

'19�

「
今
日
の
書
」代
表
作
家
展

'19�

「
今
日
の
書
」代
表
作
家
展

風
岡
五
城  

会
長


